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は
じ
め
に

『
無
量
毒
経
』
は
、
『
阿
禰
陀
経
』
『
観
無
量
毒
繹
』
と
の
三
部
で
『
浄
土
三
部
繹
』
と
し
て
、
奈
良
時
代
以
来
浄
土
宗
諸
宗
で
重
視
さ
れ
て

き
た
（
「
正
倉
院
文
書
」
に
は
、
各
経
が
、
「
讃
経
」
「
諦
経
」
の
項
目
の
も
と
に
、
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
）
。

こ
の
『
浄
土
三
部
経
』
の
訓
読
史
な
ら
び
に
音
読
史
、
仏
書
訓
読
・
音
読
史
上
へ
の
位
置
づ
け
な
ど
は
、
資
料
の
公
刊
が
進
ん
で
い
な
い

（1）

こ
と
も
あ
っ
て
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
『
無
量
毒
経
』
の
一
訓
点
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
訓
点
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
点
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
書
誌
の
概
要

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
繹
』
上
下
二
巻
二
冊
（
0
2
1
－
1
2
9
－
2
）
は
、
は
や
く
、
藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
』
（
昭
和
五
年
）
に
下
巻
の
巻

末
、
『
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録
』
（
昭
和
十
一
年
）
に
上
巻
巻
頭
の
写
真
を
添
え
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

上
下
巻
と
も
、
粘
葉
装
で
、
縦
二
五
、
七
ふ
∵
横
一
六
、
〇
c
m
で
あ
る
。
渋
色
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
紙
数
は
、
上
巻
四
十
四
、

下
巻
四
十
六
で
あ
る
。
全
紙
、
斐
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

（2）

本
文
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
期
に
印
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
り
、
粘
葉
装
の
浄
土
三
部
経
と
し
て
は
、
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

上
下
巻
と
も
巻
末
に
次
の
奥
書
が
墨
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

覚
忍
禅
尼
被
付
属
光
助
法
印
託
／
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
餌
十
一
月
十
七
日

『
浄
土
教
版
の
研
究
』
『
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録
』
の
解
説
で
は
、
こ
の
奥
書
は
常
楽
壷
の
初
代
存
覚
上
人
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ

ぅ
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
下
巻
と
も
表
紙
見
返
し
に
、
お
そ
ら
く
は
奥
書
と
同

筆
で
、
「
常
楽
董
　
三
部
四
巻
内
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
字
体
が
存
覚
自
筆
本
の
字
体
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。



常
楽
重
は
、
常
楽
寺
の
前
身
で
、
存
覚
が
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
洛
西
大
宮
に
一
坊
を
営
ん
だ
の
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
書
き
込
み
に
よ
れ

ば
、
も
と
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
詩
経
』
と
と
も
に
『
浄
土
三
部
裡
』
（
三
部
四
巻
）
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

存
覚
は
、
親
鸞
の
孫
の
覚
如
（
本
願
寺
第
三
代
）
の
長
子
で
あ
り
、
正
應
三
年
（
一
二
九
〇
）
に
生
ま
れ
、
應
安
六
年
（
一
三
七
三
）
に
入
滅

し
て
い
る
。
「
覚
忍
禅
尼
」
は
、
龍
谷
大
学
蔵
『
珊
陀
脛
義
集
』
（
0
2
1
－
1
3
3
－
1
）
の
奥
書
か
ら
、
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
に
十
八
歳
で
あ
っ

（3）

た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
光
助
法
印
」
は
、
存
覚
の
第
四
子
「
光
助
」
（
一
三
二
五
－
一
三
九
一
）
　
で
あ
ろ
う
。

二
、
訓
点
の
種
類

本
資
料
に
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
、
室
町
時
代
ま
で
の
各
種
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

（4）

A
第
一
次
墨
点
！
訓
読
点
。
鎌
倉
時
代
後
期
加
点
。
踊
字
の
起
筆
位
置
・
片
仮
名
字
体
か
ら
こ
の
頃
の
加
点
と
判
断
さ
れ
る
。
濃
く
太
い

片
仮
名
。
B
朱
点
の
下
に
な
る
箇
所
が
見
ら
れ
、
最
も
早
い
加
点
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
訓
点
の
分
量
は
少
な
い
。

B
朱
点
　
　
－
　
－
声
点
・
仮
名
音
注
。
南
北
朝
期
点
。
字
音
点
の
み
で
あ
る
。
C
の
墨
点
の
下
に
加
点
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
、
C

墨
点
が
本
朱
点
を
避
け
て
加
点
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
奥
書
の
康
安
元
年
（
一
三

六
一
）
　
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（5）

C
第
二
次
墨
点
！
訓
読
点
。
室
町
時
代
初
期
加
点
。
踊
字
の
起
筆
位
置
・
雁
点
の
位
置
・
片
仮
名
字
体
か
ら
こ
の
頃
と
判
断
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
古
体
の
仮
名
も
見
ら
れ
、
踊
字
の
起
筆
位
置
も
鎌
倉
後
期
頃
の
実
態
と
一
致
す
る
も
の
も
存
す
る
た
め
、
移
点
に
よ
る
も
の

と
判
断
さ
れ
る
。
A
と
比
べ
、
薄
く
細
目
の
訓
点
で
あ
り
、
訓
読
点
の
ほ
と
ん
ど
は
本
点
で
あ
る
。

D
角
点

仮
名
音
注
・
仮
名
訓
注
。
A
B
C
点
を
引
き
ず
る
箇
所
が
み
ら
れ
、
最
も
後
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
平
仮

名
・
片
仮
名
と
も
に
用
い
る
。
仮
名
字
体
か
ら
室
町
時
代
中
期
の
加
点
か
と
思
わ
れ
る
。

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
鳶
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て
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（6）

三
、
訓
点
の
内
容

I
．
A
・
C
墨
点
に
つ
い
て

A
点
と
C
点
と
を
分
け
て
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
A
点
の
分
量
が
少
な
い
た
め
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
て
、
A
点
を
C

点
と
区
別
し
っ
つ
、
墨
点
よ
り
知
ら
れ
る
点
を
ま
と
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

1
和
語
の
表
記

①
ヲ
・
オ
の
仮
名
遣

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
経
』
の
墨
点
に
は
、
「
ヲ
」
と
「
オ
」
と
が
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
語
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
、
「
ヲ
」

が
十
語
十
五
例
、
「
オ
」
が
七
語
十
三
例
で
あ
る
。
具
体
例
は
、
次
掲
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（

（

　

）

内
は
、
所
在
行
数
。
A
点
の
場
合
は
所
在
の
下
に
A
と
記
す
。
以
下
同
じ
。
）

「
ヲ
」
A
点

C
点

「
オ
」
　
A
点

C
点

ヲ
ハ
リ
テ

畢
　
（
上
4
9
0
A
）

ヲ
カ
ス
コ
ト

犯
　
（
上
4
8
7
）

ヲ
へ

5
1
8
）
　
終
（
上
4
8
8
）

オ
サ
メ
テ

戟
　
（
上
謂
A
）

オ
コ
シ
テ

発
　
（
上
川
）

オ
テ

1
9
2
）
　
念
（
上
1
2
7
）

ヲ
へ終

（
上
4
9
3
A
）

ヲ
ク
ト
モ

ヲ
サ
ヘ
テ

止
　
（
上
1
4
2
）
　
按
　
（
上
3
2
）

ヲ自

ヲ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヨ
ハ
サ
ル
コ
ト

追
（
上
4
9
6
）
　
及
　
　
（
上
5
0
3
）

オ

モ

ヘ

リ

　

　

　

　

　

オ

モ

フ

テ

謂
　
（
下
甜
A
）
　
以
　
（
下
3
6
6
A
）

ヲ
カ

（
上
5
6
）
　
己
　
（
下
5
7
）

ヲ
ヨ
ン
テ

星
　
（
下
1
8
8
）

オ
モ
ム
キ

趣
　
（
下
3
4
2
A
）

ヲ

ノ

く

　

　

　

　

ヲ

ノ

く

　

　

　

　

ヲ

ハ

レ

ハ

各
　
（
上
4
4
4
）
　
各
各
（
上
5
2
5
）
　
巳
　
（
上
4
7
6
・

オ
シ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
シ
テ
ナ
リ

憧
（
上
4
8
6
）
　
覆
　
（
上
4
5
3
）
　
欲

（
上
9
0
）
　
欲
（
上
叩
）
＋
欲
　
（
上
型

オ
モ
へ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
ヘ
リ

欲
　
（
上
拗
）
　
謂
　
（
下

「
ヲ
」
「
オ
」
と
も
に
、
歴
史
的
仮
名
達
に
一
致
し
な
い
語
例
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
、
本
資
料
の
中
で
は
、
同
〓
蒜
は
同
一
の
仮
名
で
表

記
し
て
お
り
、
乱
れ
は
無
い
。
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
規
範
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
、
「
ヲ
」
「
オ
」
の
仮
名
道
の
規
範
と
し

（7）

て
は
、
「
定
家
仮
名
遣
」
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。



そ
こ
で
、
本
資
料
の
「
ヲ
」
「
オ
」
の
仮
名
遣
が
定
家
仮
名
道
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
る
。
そ
の
結
果
は
、
次
表
の
通
り
で
あ

る
。

ヲ
′

ヲヲヲ
′

ヲヲ
′

ヲヲ
′

ヲ
′

↓フ 本
カクサ

（（
ノ、1ノフフヨ 資

スフノ
ッ

ノ
レ

くレ（終（追
フ 料

の
カ））） 仮
ラ 名
） 遣

ヲ
′

オオオオオヲコノオオ 歴
カクサノノノヽヽノフフヨ 史
スフツレオレフ 的

カノ 仮
ラ 名

遣

上
土

上
土

上
土

上
土

上
土

上上上上上 語
＿

ア
戸戸PP戸声声声声声 頭

音
節
の

ク
セ
ン
ト

巳ズ4＿
置抑然己各了求逐及

鎌

ヲオオオオヲ
ノ

ヲヲ
′

オオ
カクサノノノヽノフフヨ
ス（フツレヲレノ（（フ
（上

（
カ

（ノ（
上上

（
倉

上平上‾フ上
（

上平平上 時
上）平

（
上上上））上 代

○○上平上平平 の
））平）平）濁 ア

上平） ク
濁） セ
上 ン
上 ト
）

（
〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈

上
仏
下

仏
中

仏
下

仏
下

仏
下

大
慈

法
下

僧
下

仏
上

僧
中

段
）
の院

九本一一五五 （根
一1＼Jノ七五一浬四〇九二 8

）
拠

二〉1＼ノ〇三架○1＼ノ〉〉
九〉〉〉講〉〉
〉式

〉

右
記
の
語
は
、
い
づ
れ
も
三
巻
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
の
「
遠
（
ヲ
）
」
の
部
に
属
し
て
い
る
。

本
資
料
の
仮

オ
コ
ス

オ
サ
ム

オ
シ
ム

オ
ホ
フ

ォ
ホ
ス

名
遣

オヲヲ
′

オオ 歴
コサシホホ 史
スムムフス 的

仮
名
遣

平
士

平平平平 語
頭
音
節
の

ア
ク
セ
ン
ト

戸声声声声

発蔵樫覆科

鎌
倉
時

オヲヲ
′

オオ
コサシホホ
ス

（

ム

（

ムフス

平平（平（平（平
平平平平平 代
上○上平上 の
）

〈

）

〈

）

〈

）

〈

）

〈

ア
ク
セ
ン
ト

（上
僧僧法法法 段
下上中下下 ）

の
根一三一七一

〇三〇一九 拠
七〉一〉〉
〉〉

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
蕎
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て
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オ
モ
フ

ォ
モ
ム
ク

オ
モ
フ

ォ
モ
ム
ク

思
オ
モ
フ
　
（
平
平
上
）
　
　
　
　
　
　
へ
法
中
　
七
〇

趣
ヲ
モ
フ
　
（
ム
）
　
ク
　
（
平
平
○
平
）
　
（
仏
上
　
六
九
）

右
記
の
語
は
、
い
づ
れ
も
三
巻
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
　
の
「
於
　
（
オ
）
」
　
の
部
に
属
し
て
い
る
。

右
の
通
り
、
A
点
・
C
点
と
も
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
上
声
の
も
の
を
「
ヲ
」
で
、
平
声
の
も
の
を
「
オ
」
で
表
記
し
て
お
り
、
定

家
仮
名
道
に
等
し
い
。

次
に
、
ヲ
・
オ
を
語
頭
以
外
に
用
い
た
例
は
、
「
ヲ
」
の
一
語
二
例
の
み
で
あ
る
（
助
詞
の
ヲ
を
除
く
）
。

コ
ノ

尚
　
（
上
1
5
3
・
3
7
5
）

「
尚
ナ
ホ
」
は
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
で
「
尚
　
ナ
ヲ
（
平
上
）
」
（
僧
下
　
九
九
）
で
あ
っ
て
、
右
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
仮
名
の

（9）

遣
い
分
け
の
規
範
に
合
っ
て
い
る
。

②
ヲ
・
オ
以
外
の
仮
名
道

本
資
料
の
仮
名
遣
は
、
ヲ
・
オ
以
外
で
も
、
定
家
が
下
官
集
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
に
よ
る
）
で
示
し
た
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。

ユ

ヘ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ヘ

ハ

イ

カ

ン

ト

ナ

レ

ハ

「
へ
」
A
点
　
所
以
（
上
9
0
A
・
4
9
1
A
・
下
4
A
）
　
所
以
者
　
　
（
上
9
6
A
）

ユ

ヘ

　

　

　

　

　

　

ス

ウ

ヘ

　

　

　

　

　

ヘ

C
点
　
所
以
（
上
欄
）
　
不
殖
（
上
欄
）
　
植
（
上
4
6
・
下
姻
）

文
献
の
性
格
上
、
下
官
集
と
共
通
の
語
が
少
な
い
が
、
下
官
集
と
歴
史
的
仮
名
遣
と
で
表
記
が
異
な
る
語
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
定

家
の
仮
名
遣
に
従
っ
て
お
り
、
定
家
仮
名
道
と
歴
史
的
仮
名
遣
が
等
し
い
語
に
つ
い
て
も
、
「
枝
旦
夕
」
「
超
コ
可
ム
」
「
前
マ
可
」
「
上
可
」

「
思
可
」
「
逓
タ
カ
可
ニ
」
「
用
判
ル
」
「
率
事
ア
」
「
内
項
レ
テ
」
「
ト
項
フ
ハ
」
な
ど
、
使
用
例
の
全
例
が
統
一
さ
れ
た
表
記
で
終
始
し
て
い

て
、
歴
史
的
仮
名
遠
に
合
わ
な
い
例
は
皆
無
で
あ
る
。

③
音
便

本
資
料
に
見
ら
れ
る
動
詞
の
音
便
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。



a
　
ラ
行
四
段
連
用
形
語
尾
が
表
記
さ
れ
な
い
で
、
助
詞
テ
が
続
く
場
合
。

サ

ト

テ

　

　

　

　

　

サ

ト

テ

了
　
（
上
5
6
A
）
　
入
　
（
上
6
6
A
）

b
　
ハ
行
四
段
連
用
形
語
尾
が
表
記
さ
れ
な
い
で
、
助
詞
テ
が
続
く
場
合
。

オ
モ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
カ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
マ
チ
ョ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
テ

欲
（
上
型
　
遵
　
（
上
1
9
A
）
　
成
道
　
　
（
上
3
3
9
）
　
構
（
上
仙
）

C
　
ハ
行
四
段
連
用
形
語
尾
が
フ
と
表
記
さ
れ
て
、
助
詞
テ
が
続
く
場
合
。

オ

モ

フ

テ

　

　

　

　

　

　

　

フ

テ

以
　
（
下
3
6
6
A
）
　
念
　
（
下
5
7
A
）

d
　
マ
・
バ
行
四
段
連
用
形
語
尾
が
ン
と
表
記
さ
れ
て
、
助
詞
テ
が
続
く
場
合
。

コ
ノ
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヨ
ン
テ

楽
　
（
下
5
4
）
　
量
　
（
下
1
8
8
）

こ
の
う
ち
、
a
は
い
わ
ゆ
る
促
音
便
、
d
は
い
わ
ゆ
る
撥
音
便
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
a
と
同
じ
く
い
わ
ゆ
る
無
表
記
で
あ
る
b
も
促
音

便
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
C
の
フ
表
記
の
解
釈
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
フ
は
、
ハ
行
韓
呼
音
に
よ
る
ウ
音
便

（10）

の
表
記
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
反
論
も
あ
る
。

本
資
料
の
用
例
に
基
づ
い
て
考
え
て
み
る
。
「
オ
モ
フ
」
と
い
う
同
一
の
語
に
無
表
記
・
フ
表
記
両
方
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
両
表
記
が
同
一

の
音
の
異
表
記
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
そ
の
昔
は
、
O
m
O
e
t
e
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
C
も
、
従
来
の

音
便
の
枠
で
は
、
促
音
便
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（11）

促
音
便
の
表
記
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
、
片
仮
名
文
・
訓
点
の
世
界
で
は
、
「
ツ
」
表
記
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資

料
の
実
態
は
鎌
倉
時
代
初
期
以
前
の
状
態
と
一
致
す
る
。

一
方
、
撥
音
便
の
表
記
は
、
マ
・
バ
行
音
か
ら
撥
音
化
し
た
も
の
を
も
ン
で
表
記
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
実
態
と
一
致
す
る
。

本
資
料
の
和
語
の
撥
音
表
記
を
動
詞
以
外
の
語
も
含
め
て
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

コ

ノ

ン

テ

　

　

　

　

　

　

ヲ

ヨ

ン

テ

m
　
楽
　
（
下
5
4
）
　
量
　
（
下
欄
）
　
助
動
詞
「
ム
」
を
ン
　
（
多
数
。
た
だ
し
、
終
止
形
は
「
ム
」
の
場
合
も
あ
る
。
）

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
鳶
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ユ

ヘ

ハ

イ

カ

ン

ト

ナ

レ

ハ

　

　

　

イ

カ

ン

　

　

　

　

ン

ソ

　

　

　

イ

カ

ン

　

　

　

　

　

イ

カ

ン

ト

ス

n
　
所
以
者
何
　
（
上
9
6
）
　
云
何
（
上
3
9
0
）
　
云
何
（
下
望
　
何
（
下
4
A
・
m
A
）
　
奈
　
（
下
型

三
四

2
漢
字
音

漢
字
音
注
は
、
C
点
に
よ
る
仮
名
音
注
が
わ
ず
か
に
存
す
る
だ
け
で
、
墨
点
に
よ
る
声
点
は
無
い
。
つ
ぎ
に
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
。

ク

　

　

　

シ

フ

フ

　

　

　

セ

ン

　

　

　

ク

ヱ

・

ワ

　

　

　

ロ

　

　

　

シ

ユ

　

　

　

シ

フ

　

　

　

キ

レ

イ

吼
（
上
率
）
．
憫
怖
（
上
4
0
）
　
聖
（
上
里
　
垢
汚
（
上
空
　
漏
（
上
坐
　
宿
（
上
望
　
宿
（
上
1
7
5
）
　
奇
麗
（
上
塑

シ

ヤ

　

　

　

　

サ

　

　

　

　

ウ

ン

　

　

　

　

ス

ン

　

　

　

　

コ

　

　

　

　

ア

ン

沙
（
上
4
5
8
）
　
坐
（
上
欄
）
　
温
（
上
塑
　
寸
（
上
5
1
7
）
　
睾
（
下
型
　
安
（
下
竺

以
上
、
A
点
と
C
点
の
違
い
は
認
め
難
く
、
同
一
の
祖
本
に
基
づ
い
て
時
を
異
に
し
て
移
点
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ⅲ
．
B
朱
点
に
つ
い
て

前
述
の
ご
と
く
、
本
点
は
、
漢
字
音
注
の
み
で
あ
る
。
声
点
が
全
巻
に
亘
っ
て
付
さ
れ
、
ま
れ
に
仮
名
音
注
が
見
ら
れ
る
。

1
声
点
の
形
式

本
資
料
に
は
、
四
種
類
の
声
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
具
体
例
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

a
・
悌
説
無
量
還
（
上
1
）
　
　
b
孟
二
上
2
）
　
白
－
光
（
吉
）

C
…
習
（
志
）
　
触
（
志
）
　
d
い
雑
了
上
1
2
）
　
自
苗
（
上
2

こ
の
う
ち
、
…
と
れ
）
と
は
入
声
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
声
点
の
形
式
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

［

］

　

□

　

□

　

□



右
は
、
非
常
に
希
な
形
式
で
あ
る
が
、
左
の
親
鸞
筆
西
本
願
寺
本
『
阿
爾
陀
経
・
観
無
量
毒
樫
』
所
載
の
点
図
と
同
じ
で
あ
る
（
西
本
願
寺
本

『
唯
信
抄
』
・
専
修
寺
本
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
に
も
同
様
な
点
図
が
親
鸞
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
）
。

諸
法
．
　
　
．
清
急

一

濁

急

　

　

　

　

　

一

　

　

…

清

緩

□
春
軋
傾
　
□

是
　
従
一

最
大

諸
温

各
輿

□
濁
群

親
鸞
は
、
多
く
の
写
本
に
声
点
を
加
点
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
右
の
よ
う
な
独
自
の
も
の
が
存
す
る
。
こ
の
声
点
は
、
入
声
に
、

「
急
（
キ
フ
）
」
（
未
だ
開
音
節
化
し
て
い
な
か
っ
た
舌
内
入
声
と
、
入
声
の
促
音
）
と
「
緩
（
ユ
ル
）
」
（
す
で
に
開
音
節
化
し
て
い
た
喉
内
入

（12）

声
・
唇
内
入
声
）
と
を
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
『
教
行
信
証
』
（
東
本
願
寺
本
）
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
声
点
の
方
式
に
つ
い
て
沼
本
克
明
は
、
「
こ
の
親
鸞
の
方
法
は
そ
の
前
後
の
時
期
に
他
に
同
類
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
所

か
ら
判
断
し
て
、
親
轡
二
代
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
注
望
澗
文
、
四
貢
）
と
述
べ
て
い
る
。

2
入
声
点
の
機
能

こ
こ
で
、
本
資
料
の
声
点
の
う
ち
特
徴
的
な
入
声
点
の
機
能
を
調
査
し
て
み
る
。
本
資
料
の
声
点
は
、
字
音
直
読
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

た
め
、
入
声
点
加
点
例
が
句
末
か
そ
れ
以
外
か
　
（
判
定
は
句
切
り
点
に
よ
る
）
　
で
分
類
し
た
。
な
お
、
以
下
、
・
を
清
急
二
を
濁
急
・
…

を
清
緩
・
ト
を
濁
綾
と
す
る
親
鸞
の
用
語
を
用
い
る
。

a
　
「
急
」
　
の
声
点

ア
句
末
の
例
（
0
内
は
延
べ
数
）

舌
内
入
声
－
－
清
急
　
2
5
個

濁
急

0

爪

W

l
付
随

計
5
n
〃

3

化

U

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
幕
脛
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

唇
内
入
声
－
清
急
　
0
　
　
　
濁
急
　
0

喉
内
入
声
－
・
清
急
　
1
m
　
　
濁
急
　
0
　
　
　
　
　
1
1

イ
句
末
以
外
の
例
（
延
べ
数
で
あ
る
。
空
欄
は
用
例
の
無
い
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

喉 唇 舌 下

・接

一子

の
頭
立
田

声
占
州

内 内 内

濁 清 濁 清 濁 清

急 急 急 急 急 急

9 72 2 4 5 11 行カ

1 2 4 71 8 1 5

．

サ

1 5 夕
′

2 3 3 1 4 1ノ

1 6 ガ

3 9 ザ

1 5 ダ

1 4 †ノ

5 1 ア

4 ナ

1 3 1 マ

3 ヤ

1 5 ‾フ

ワ

b
　
「
緩
」
　
の
声
点

ア
句
末
の
例
（
0
内
は
延
べ
数
）

古
内
入
声
！
清
緩
　
1
m

唇
内
入
声
－
清
緩
　
6
個

喉
内
入
声
－
清
緩
　
4
4
佃

イ
句
末
以
外
の
例

濁
緩
　
0
　
　
　
計
　
1
m

濁
緩
　
5
㈲
　
　
　
　
1
1
個

濁
緩
　
2
4
㈱
　
　
　
　
6
8
㈹

三
六



喉 唇 舌 下

接

字
の
頭
土
日

士戸
占
仙

内 内 内

濁 清 濁 清 濁 清
緩 緩 緩 緩 緩 緩

3 21 2 7 ‾
丁

カ

91 43 2 11 1 サ

5 7 1 タ

5 6 1 2 ＼ノ

8 11 1 2 ガ

3 61 4 6 ザ

2 3 6 ダ

6 2 1 †ノ

3 7 1 5 1 ア

4 8 8 4 ナ

6 8 3 3 2 マ

5 ヤ

3 5 4 2 ラ

1 3 1 ワ

右
の
通
り
、
「
急
」
は
、
古
内
入
声
ま
た
は
促
音
化
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
入
声
字
（
無
声
音
が
続
く
場
合
）
に
加
点
さ
れ
、
「
緩
」
は
、

（13）

下
接
字
の
頭
音
に
か
か
わ
り
な
く
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
対
し
て
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
資
料
の
声
点
が
、
親
鸞
が
用
い

た
も
の
と
形
式
・
機
能
と
も
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
訓
点
の
加
点
は
、
南
北
朝
時
代
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
声

点
は
、
親
鸞
が
鎌
倉
初
期
に
用
い
た
も
の
と
等
し
い
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
朱
点
（
声
点
・
仮
名
音
注
）
　
に
は
、
他
に
も
親
鸞
の
訓
点
と
類
似
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
挙
げ
て
み
る
。

3
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
割
合

二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
り
顕
著
と
な
り
、
字
音
直
読
資
料
で
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
も
の
で

（14）
あ
る
。本

資
料
の
〓
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
割
合
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
（
直
前
字
の
声
調
の
影
響
を
考
慮
外
と
す
る
た
め
、
調
査
は
句
頭
の
例
に
限

った）。

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
語
擢
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

上
巻
）
　
去
声
－
一
〇
四
例
　
　
上
声
－
　
八
例

下
巻
）
　
去
声
－
一
〇
四
例
　
上
声
－
一
六
例

こ
れ
を
同
時
代
の
資
料
と
比
較
し
て
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

東 龍 龍 親 聖
大 目J日l 谷 鸞 衆

去

一」
五

二
〇

‾
○ 八

一
例

⊥ノ 九
例

声 」
例

］
例

し
例

上
＝ 一 一

六 四
例

‾七
例

‾○
例

‾四
例声 ／

例

聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
脛
』
院
政
末
期
点

親
鸞
筆
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
義
経
』
建
仁
～
元
久
（
一
二
〇
一
～
一
二
〇
六
）
頃
点

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
脛
』
南
北
朝
期
点
（
本
資
料
）

龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
詩
経
』
鎌
倉
後
期
点
（
視
点
は
鎌
倉
初
期
）

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
連
長
六
年
（
一
二
五
三
）
頃
点

こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
資
料
の
上
声
化
の
割
合
が
、
鎌
倉
時
代
極
初
期
の
親
鸞
の
加
点
資
料
の
実
態
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

4
舌
内
入
声
の
表
記

（15）

舌
内
入
声
の
表
記
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
「
ツ
」
が
大
勢
を
占
め
る
が
、
親
鸞
は
、
「
チ
」
を
多
用
し
て
い
る
。

本
点
の
古
内
入
声
の
仮
名
表
記
例
は
、
6
例
の
み
（
直
前
の
母
音
は
、
a
・
e
・
。
）
で
あ
る
が
、
全
例
「
チ
」
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞

の
表
記
傾
向
と
一
致
す
る
。

ハ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
チ
・
サ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
チ
，
レ
イ

髪
（
上
…
聖
　
裁
　
（
下
里
　
戻
　
（
下
1
7
8
）

5
唇
内
入
声
の
表
記

レ
チ
°
レ
イ
°
ラ
イ

戻

ス

イ

，

ソ

チ

　

　

　

　

　

テ

チ

（
下
墾
　
帥
　
（
下
却
）
＋
秩
（
下
竺

（16）

唇
内
入
声
の
表
記
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
前
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
フ
」
の
他
に
「
ウ
」
が
多
く
な
る
が
、
親
鸞
は
「
フ
」
を
多

用
し
て
い
る
。



本
点
の
唇
内
入
声
の
仮
名
表
記
例
は
、
6
例
の
み
で
あ
る
が
、
全
例
「
フ
」
　
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
表
記
傾
向
と
一
致
す
る
。

セ

フ

°

シ

フ

反

°

テ

フ

　

　

　

　

シ

フ

　

　

　

　

エ

フ

　

　

　

　

ホ

フ

憫
　
　
　
（
上
4
0
）
　
戟
（
上
3
0
3
）
　
煙
（
上
5
2
2
）
　
乏
（
下
墾

（17）

6
唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
の
表
記

親
鸞
は
、
こ
の
区
別
を
比
較
的
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。

（18）

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
詩
経
』
朱
点
の
撥
音
尾
表
記
の
実
態
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
両
者
の
区
別
は
よ
く
保
た
れ
て
い
る
。

a
唇
内
撥
音

テ
ム

ム
　
清
　
（
上
3
8
9
）

ケ
ン

ン
　
陥
　
（
上
5
1
7
）

b
舌
内
撥
音

ケ

ン

°

コ

ン

ン
　
建
　
（
上
3
7
）

カ
ン汗

（
下
4
3
5
）

セ
ム
°
レ
ム
°
イ
ム

愈

（
下
8
9
）

シ
ュ
ン

春
　
（
上
甜
）

ヲ
ン
　
°
　
ウ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ン
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ン
．
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ケ
ン
，
コ
ン

温
　
　
（
上
5
1
2
）
　
寸
（
上
叩
）
＋
換
爛
（
上
堅
　
嬬
　
（
下
叩
）
一
條
審
　
（
下
欄
聖

ク
ヱ
ン

串
　
（
下
3
5
6
）

ム
　
（
例
な
し
）

7
仮
名
音
注
の
形
式
（
－
－
反
）

わ
が
国
で
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
て
、
漢
字
の
音
を
示
す
た
め
に
反
切
が
広
く
用
い
ら
れ
た
。
「
－
－
反
」
の
形
は
、
漢
字
の
音
を
示
す

注
音
法
と
し
て
定
着
し
、
つ
い
に
は
万
葉
仮
名
で
訓
を
示
す
場
合
に
も
「
（
万
葉
仮
名
）
反
」
　
の
形
が
用
い
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

平
安
時
代
に
は
、
漠
字
音
を
示
す
場
合
に
も
、
本
来
の
反
切
の
方
法
と
は
異
な
り
、
類
音
字
・
万
葉
仮
名
・
片
仮
名
で
音
を
記
し
た
の
ち

（19）

に
反
を
加
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
親
鸞
も
、
こ
の
（
片
仮
名
）
反
と
い
う
形
式
を
よ
く
用
い
て
お
り
、
本
資
料
に
も
こ
の
形
式
に
よ
る
音
注

が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
詳
し
い
調
査
は
未
だ
な
し
得
て
い
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
の
形
式
の
例
は
多
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
詩
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

親
鸞
が
用
い
て
い
る
（
片
仮
名
）
反
と
い
う
形
式
が
、
当
時
す
で
に
珍
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
本
資
料
に
こ
の
形
式
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
、
親
鸞
の
加
点
本
と
の
類
似
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

四
、
朱
点
（
字
音
点
）
　
と
基
点
（
訓
読
点
）
　
の
系
統

本
資
料
の
朱
点
（
字
音
点
）
は
親
鸞
の
加
点
資
料
に
よ
く
似
た
も
の
で
あ
り
、
墨
点
（
訓
読
点
）
は
定
家
仮
名
道
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
字
音
点
と
訓
読
点
の
系
統
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

I
．
朱
点
（
字
音
点
）
　
の
祖
本

本
資
料
に
親
鸞
の
加
点
本
に
酷
似
し
た
声
点
・
仮
名
音
注
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
最
も
自
然
な
考
え
は
、
親
鸞
の
加

点
本
を
移
点
し
た
も
の
が
本
資
料
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
声
点
の
方
式
が
「
親
鸞
一
代
限
り
の
も
の
」
と
一
致
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
声
点
は
、
現
存
の
親
鸞
真
跡
本
の
な
か
で
も
、
前
引
の
『
教
行
信
証
』
『
阿
禰
陀
繹
・
観
無
量
寿
経
』
に
し
か

存
し
な
い
。
親
鸞
自
身
も
、
『
教
行
信
証
』
よ
り
後
の
数
々
の
声
点
加
点
資
料
に
は
使
用
し
て
い
な
い
形
式
で
あ
り
、
他
に
継
承
し
た
者
が
い

た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
本
点
は
仮
名
音
注
の
表
記
法
に
も
親
鸞
独
特
の
も
の
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
に
よ
っ
て
声
点
・
句
切

（20）

り
点
・
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
た
『
無
量
毒
脛
』
が
存
し
、
そ
れ
を
移
点
し
た
も
の
が
本
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
．
墨
点
（
訓
読
点
）
　
の
系
統

1
墨
点
の
祖
本
の
成
立
時
期

朱
点
の
祖
本
は
、
親
鸞
の
自
筆
加
点
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
墨
点
の
訓
読
は
、
①
「
也
」
を
不
読
と
す
る
こ
と
が
あ
る
、

②
「
而
」
を
シ
カ
モ
・
シ
カ
ウ
シ
テ
と
読
む
こ
と
が
あ
る
、
③
「
令
」
字
に
シ
テ
…
シ
ム
の
訓
が
与
え
ら
れ
る
、
④
「
ト
イ
フ
ハ
」
を
用
い

（21）

る
、
⑤
定
家
仮
名
道
を
用
い
る
な
ど
の
点
で
親
鸞
の
訓
読
法
と
は
相
達
す
る
。

そ
こ
で
、
墨
点
の
祖
本
は
い
つ
頃
の
ど
の
様
な
系
統
の
も
の
か
が
問
題
と
な
る
。



院
政
期
以
降
の
仏
書
訓
読
史
の
解
明
が
未
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
本
訓
点
を
時
代
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

①
促
音
便
の
表
記
に
ツ
表
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
②
定
家
仮
名
道
に
乱
れ
が
無
い
こ
と
、
③
定
家
仮
名
遣
以
外
の
仮
名
遣
は
歴
史
的
仮
名

遣
に
反
す
る
例
が
無
い
こ
と
、
④
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
近
代
語
へ
の
過
渡
期
的
現
象
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

そ
の
祖
本
は
、
院
政
末
～
鎌
倉
初
期
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
墨
点
の
系
統

本
点
の
系
統
は
、
定
家
仮
名
遠
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
親
鸞
の
訓
点
と
は
別
系
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
、
詳
し
い
こ
と
は

（22）

わ
か
ら
な
い
。
現
状
で
は
、
こ
れ
以
上
推
測
の
手
が
か
り
が
無
い
。
同
類
の
資
料
の
発
見
に
努
め
た
い
。

五
、
む
す
び

本
稿
で
は
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
経
』
を
国
語
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
訓
点
の
様
子
を
述
べ
て
き
た
。
そ

の
訓
点
の
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
は
、
概
略
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
　
本
資
料
に
見
ら
れ
る
朱
点
は
、
親
鸞
の
加
点
本
の
忠
実
な
移
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
呉
音
研

究
に
好
資
料
が
加
わ
っ
た
。

2
　
本
資
料
に
見
ら
れ
る
基
点
は
、
『
無
量
毒
経
』
の
訓
読
を
示
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
『
無
量
毒
経
』
の
訓
読
の
様
子
を
知
る

上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

3
　
本
資
料
の
墨
点
に
は
、
定
家
仮
名
遠
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
祖
本
の
素
性
・
移
点
者
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る

が
、
訓
点
資
料
に
お
け
る
定
家
仮
名
達
の
実
態
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

は
じ
め
に
も
述
べ
た
通
り
、
『
浄
土
三
部
経
』
の
訓
読
史
・
音
読
史
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
延
べ
書
き
本
・
仮
名
書
き
経
・

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
脛
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

音
義
等
と
の
関
係
を
含
め
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（1）
（2）

（3）

（4）

（5）（6）（7）（8）（9）（10）

】鼎内
（12）

字
音
読
資
料
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
片
岡
義
道
「
仁
和
寺
本
阿
禰
陀
経
に
つ
い
て
」
　
（
『
慈
覚
大
師
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
所
収
）
、
佐
々

木
勇
「
龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
三
輯
所
収
）
　
が
あ
る
。

藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
』
。

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
（
同
朋
舎
）
参
照
。
ま
た
、
本
資
料
の
奥
書
と
全
く
同
一
・
同
筆
の
奥
書
が
、
龍
谷
大
学
蔵
元
亨
元
年
（
三
三
一
）

版
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
　
（
0
2
1
－
2
3
4
－
7
）
　
の
各
冊
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
覚
忍
が
光
助
に
付
属
せ
ら
れ
る
折
に
、
こ
れ
も
同
時
に
渡
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
版
本
で
、
漢
字
に
は
平
仮
名
の
振
り
仮
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

小
林
芳
規
「
踊
字
の
沿
革
続
紹
」
　
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
二
十
七
巻
言
三
。

小
林
芳
規
「
返
鮎
の
沿
革
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
五
十
四
輯
）
。

D
角
点
は
、
時
代
が
降
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
度
は
取
り
上
げ
な
い
。

大
野
晋
「
仮
名
道
の
起
源
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
）
。
同
「
藤
原
定
家
の
仮
名
遠
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
語
学
」
第

七
十
二
輯
）
。

「
仏
・
法
・
僧
」
は
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
所
在
で
あ
る
。
次
表
も
同
じ
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
は
、
『
名

義
抄
』
　
の
ほ
か
に
、
『
四
座
講
式
』
　
（
金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究
』
に
よ
る
）
・
「
古
今
和
歌
集
声
点
本
」
　
（
秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本

の
研
究
』
に
よ
る
）
・
浄
耕
本
『
拾
遺
和
歌
集
』
　
（
築
島
裕
「
浄
舞
本
拾
遺
和
歌
集
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
就
い
て
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』
所

収
）
に
よ
る
）
・
御
巫
本
『
日
本
書
紀
私
記
』
・
鴨
脚
本
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
、
を
用
い
た
。

定
家
も
「
尚
ナ
ホ
」
は
、
『
御
物
本
更
級
日
記
』
　
（
定
家
自
筆
）
・
高
松
宮
本
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
　
（
定
家
本
の
臨
模

本
）
　
で
　
「
な
を
」
　
と
書
い
て
い
る
。

築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
一
三
五
頁
。

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
　
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
特
輯
号
3
。
昭
和
四
十
六
年
）
参
照
。

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
　
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
2
輯
）
、
沼
本
克
明
「
漢
字
音
に
於
け
る
促

音
の
表
示
法
」
　
（
「
国
文
学
致
」
第
六
十
九
号
）
　
参
照
。



（
蔓
　
例
外
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
喉
内
入
声
で
句
末
ま
た
は
有
声
音
が
続
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
急
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
①
元
（
去
〉

益
（
入
急
）
　
②
得
（
人
急
）
関
亦
難
。
両
字
と
も
無
声
化
し
た
発
音
を
、
「
急
」
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
外
の
第
二
は
、
舌
内
入
声
で

あ
り
な
が
ら
「
緩
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
①
瑳
（
去
）
扶
（
入
琶
　
②
七
（
入
緩
）
歩
（
平
濁
）
　
③
日
（
入
緩
）
世
　
④
裂
（
入
経
）
魔
（
去
）
　
⑤
城
（
入
居
）
囲

（
上
）
　
⑥
徹
（
入
綾
）
靡
。
日
・
七
は
、
親
鸞
の
加
点
資
料
で
も
緩
の
声
点
加
点
が
見
ら
れ
る
字
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
佐
々
木
勇
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
輯
）
参
照
。

（
黛
　
吉
沢
義
則
「
教
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」
（
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
大
正
十
二
年
四
月
）
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教

行
信
証
古
点
」
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
2
輯
）
参
照
。

（
1
6
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
。
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
1
7
）
　
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
参
照
。

ケ
ン

（
黛
　
唇
内
撥
音
を
ン
で
表
記
し
た
も
の
が
一
例
あ
る
が
（
陥
）
、
移
点
の
際
に
当
時
一
般
と
な
っ
て
い
た
ン
表
記
に
ひ
か
れ
た
も
の
か
、
移
点
者
が
新

た
に
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
9
）
　
万
葉
仮
名
の
例
は
、
空
海
撰
『
二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
』
・
『
新
撰
字
鏡
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
（
片
仮
名
）
反
は
、
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王

経
』
平
安
初
期
点
・
石
山
寺
本
『
大
方
廉
価
華
厳
経
』
（
八
五
〇
年
頃
点
）
・
『
地
蔵
十
輪
擢
』
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
点
・
石
山
寺
本
『
法
華
経
玄

賛
』
（
平
安
中
期
点
）
・
貴
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
（
十
一
世
紀
後
半
頃
朱
点
）
な
ど
に
類
例
が
あ
る
。
そ
の
他
の
例
は
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
所

論
』
四
二
～
四
三
二
頁
の
用
例
を
参
照
。

（
空
　
本
資
料
の
声
点
を
『
教
行
信
証
』
『
阿
禰
陀
経
・
観
無
量
毒
経
』
の
声
点
と
比
較
す
る
と
、
平
・
上
・
去
声
の
濁
音
を
一
貫
し
て
一
で
示
し
て
い

る
点
で
、
『
阿
珊
陀
経
・
観
無
量
毒
脛
』
の
方
に
近
い
。
『
数
行
信
証
』
（
東
本
願
寺
本
）
は
、
平
声
・
上
声
・
去
声
に
一
と
ト
の
両
様
の
声
点
が
見

ら
れ
る
点
で
徹
底
し
て
い
な
い
。
『
阿
禰
陀
脛
・
観
無
量
詩
経
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
点
は
、
親
鸞
筆
『
阿
珊
陀

経
・
観
無
量
毒
擢
』
の
加
点
と
同
時
期
（
親
鸞
三
十
二
・
三
歳
頃
）
の
親
鸞
加
点
『
無
量
毒
経
』
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞

加
点
『
無
量
毒
脛
』
が
現
存
す
れ
ば
、
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
こ
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
は
伝
わ
ら
な
い
ら
し
い
。
し
か

し
、
『
浄
土
三
部
脛
』
の
う
ち
、
「
弘
願
門
」
の
教
え
と
し
て
親
鸞
が
最
も
重
視
し
た
『
無
量
詩
経
』
に
も
、
他
の
二
経
と
同
様
な
加
点
資
料
が
存
し

た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
親
鸞
が
『
無
量
鳶
穫
』
を
讃
諭
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
親
鸞
の
妻
恵
信
尼
が
娘
覚
信
尼
に
宛

て
た
書
簡
に
は
、
親
鸞
が
寛
喜
三
年
に
病
床
で
高
熱
に
う
な
さ
れ
な
が
ら
、
う
わ
言
に
無
量
詩
経
を
読
み
続
け
た
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
）
。

ま
た
、
朱
点
の
移
点
者
は
、
親
鸞
の
真
跡
を
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
資
料
に
ま
つ
わ
る
人
物
の
中
で
は
、
奥

書
を
書
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
存
覚
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
現
に
、
存
覚
上
人
が
親
鸞
の
加
点
本
か
ら
移
点
し
た
『
阿
禰
陀
経
』
と
『
観
無
量
毒
経
』

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
等
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て
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が
、
高
田
専
修
寺
（
文
保
元
・
二
年
〈
－
三
∵
七
・
八
〉
移
点
）
と
本
願
寺
（
正
平
六
年
〈
一
三
五
D
移
点
）
に
伝
存
し
て
お
り
（
『
親
鸞
聖
人

眞
蹟
集
成
』
第
七
巻
解
説
。
た
だ
し
、
そ
の
時
点
で
『
無
量
蕎
経
』
の
親
鸞
加
点
資
料
が
存
し
た
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
）
、
今
は
、
朱
点

の
移
点
者
と
し
て
存
覚
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
本
点
が
、
存
覚
移
点
本
を
さ
ら
に
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

小
林
芳
規
軍
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
第
一
章
、
金
子
彰
「
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
」
（
「
国
文
学
致
」
七
六
号
。
一

九
七
八
年
）
参
照
。
ま
た
、
今
に
伝
わ
る
親
驚
自
筆
の
『
阿
珊
陀
脛
・
観
無
量
毒
経
』
（
西
本
願
寺
本
）
は
、
朱
の
字
音
点
の
み
で
あ
っ
て
、
本
文

に
直
接
加
え
ら
れ
た
訓
読
点
は
無
い
。

定
家
仮
名
遠
が
漢
文
訓
読
の
場
で
は
、
一
般
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
築
島
裕
『
歴
史
的
仮
名
遣
い
』

〈
中
公
新
書
〉
）
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
鎌
倉
時
代
の
漢
文
訓
読
に
定
家
仮
名
達
を
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
定
家
自
身
の
加
点
と
推
測
さ
れ
て
い
る
梅

沢
本
『
新
撰
朗
詠
集
』
（
小
林
芳
規
「
梅
沢
本
新
撰
朗
詠
集
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」
〈
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
二
十
六
輯
）
参
照
）
の
み
で
あ
る
。

定
家
は
、
晩
年
、
『
浄
土
三
部
経
』
の
書
写
・
加
点
を
行
な
っ
て
い
る
（
天
福
元
年
〈
三
三
三
〉
十
一
月
十
二
日
に
は
、
『
無
量
毒
脛
』
の
書
写
を

始
め
、
同
二
十
九
日
に
は
加
点
を
し
た
と
い
う
記
事
が
『
明
月
記
』
に
見
ら
れ
る
）
。
定
家
自
身
の
加
点
本
が
、
本
資
料
の
祖
本
で
あ
っ
た
可
能
性

も
含
め
て
、
な
お
考
え
た
い
。


